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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期

第２四半期累計期間
第63期

第２四半期累計期間
第62期

会計期間
自 平成24年３月21日
至 平成24年９月20日

自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日

自 平成24年３月21日
至 平成25年３月20日

営業収益 (千円) 4,757,543 4,760,363 9,128,102

経常利益 (千円) 131,549 52,189 182,698

四半期(当期)純利益 (千円) 66,854 31,304 62,321

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― － ―

資本金 （千円） 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 （株） 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 6,883,220 6,840,545 6,853,473

総資産額 (千円) 9,067,224 8,807,759 8,768,105

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.88 4.16 8.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － ―

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 75.9 77.7 78.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 172,103 176,329 277,279

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △80,541 △285,449 △284,884

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △106,594 △107,069 △203,854

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,631,881 1,219,265 1,435,454

　

回次
第62期

第２四半期会計期間
第63期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成24年６月21日
至 平成24年９月20日

自 平成25年６月21日
至 平成25年９月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.53 0.15

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権下における金融緩和をはじめとした各種政策な

ど経済成長への期待感から円安や株価上昇もあり、景気回復に向けた兆しが見え始めているものの、欧

州経済の長期低迷や中国をはじめ新興国経済の減速など世界経済の下振れ懸念があることや電気料金の

値上げ、原材料価格の上昇など国内景気の先行きには慎重な見方が続いております。

当第２四半期累計期間は、前年同四半期と比較して、営業収益は若干増加しました。一方で経常利益

は、車両の代替が増えたことによる減価償却費の増加、三好支店の外壁工事による多額の修繕費及び物

流料金の値下げが影響し大幅な減益となりました。

その結果、営業収益は4,760百万円（前年同四半期比0.1％増）、経常利益は52百万円（前年同四半期

比60.3％減）、四半期純利益は31百万円（前年同四半期比53.2％減）となりました。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

　

営業実績

区分

第62期第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年９月20日)

第63期第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

営業収益
前年同期比
（％）輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 490 3,840,684 484 3,793,513 △1.2

倉庫事業 ─ 866,060 ― 897,708 3.7

その他事業 ─ 50,798 ― 69,141 36.1

合計 490 4,757,543 484 4,760,363 0.1

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第２四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは 256千屯であります。

また傭車による収入は 2,003,825千円であります。

　

(2) 財政状態の分析

流動資産は、3,271百万円(前期末比1.0%増、30百万円増)となり、そのうち現金及び預金は、1,519百

万円(前期末比83百万円増)となりました。

固定資産は、5,535百万円(前期末比0.2%増、8百万円増)となり、そのうち有形固定資産は、5,067百

万円（前期末比0百万円減）となりました。
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流動負債は、1,487百万円(前期末比7.0%増、97百万円増)となり、そのうち営業未払金は、646百万円

（前期末比95百万円増）となりました.

固定負債は、479百万円(前期末比8.6%減、44百万円減)となり、そのうち長期借入金は、135百万円

（前期末比11百万円減）となりました。

純資産の部は、6,840百万円（前期末比0.2%減、12百万円減）となり、そのうち利益剰余金は、4,570

百万円（前期末比6百万円減）となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,219百万円に

なりました。

　

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は176百万円（前年同四半期は得られた資金172百万円）となりました。

これは主に法人税等の還付額があったこと等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は285百万円（前年同四半期は使用した資金80百万円）となりました。

これは主に定期預金の預入による支出があったこと等によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は107百万円（前年同四半期は使用した資金106百万円）となりました。

これは主に長期借入金の返済による支出が増加したこと等によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末に計画した主要な設備の

新設、除却等について著しい変動はありません。また、新たに確定した主要な設備の新設計画は次の通

りです。

事業所名
(所在地）

事業部門 設備の内容

投資予定金額 着手及び完了(取得)予定

総額
(千円）

既支払額
(千円）

着手 完了(取得）

本社
（名古屋市中区）

一般管理費
オフィス　　
コンピュータ

60,000 ― 平成25年10月 平成26年３月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名 古 屋 証 券 取 引
所　
市場第二部

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 7,560,000 7,560,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月21日～　
平成25年９月20日

― 7,560,000 ― 1,140,000 ― 1,120,000
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

小笠原　和　俊 名古屋市北区 1,699 22.5

岩瀬合名会社 名古屋市中区金山１丁目６番７号 704 9.3

小笠原　俊　明 名古屋市北区 350 4.6

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10－17 297 3.9

小笠原　道　弘 名古屋市北区 225 3.0

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 153 2.0

小笠原　正　俊 名古屋市守山区 149 2.0

三菱UFJ信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11番３号 144 1.9

大宝運輸社員持株会 名古屋市中区金山５丁目３－17 139 1.8

高末株式会社 名古屋市熱田区横田２丁目４－26 125 1.7

計 ― 3,989 52.8
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

30,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,450,000
7,450 ―

単元未満株式
普通株式

80,000
― ―

発行済株式総数 7,560,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,450 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

30,000 ― 30,000 0.4

計 ― 30,000 ― 30,000 0.4

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年６月21日か

ら平成25年９月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年３月21日から平成25年９月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　資産基準　　　　　  0.6％　　　

　売上高基準　 　　  0.1％

　利益基準　　　　　  4.2％

　利益剰余金基準　　  0.7％

　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　

　

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

 9/18



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,435,454 1,519,265

受取手形及び営業未収入金 1,413,878 1,600,249

有価証券 200,000 －

貯蔵品 10,146 11,926

その他 188,214 145,331

貸倒引当金 △6,700 △4,900

流動資産合計 3,240,994 3,271,872

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,194,683 5,205,306

減価償却累計額 △3,715,431 △3,774,595

建物及び構築物（純額） 1,479,251 1,430,711

機械装置及び運搬具 2,542,090 2,656,711

減価償却累計額 △2,254,649 △2,316,380

機械装置及び運搬具（純額） 287,441 340,331

土地 3,255,738 3,255,738

その他 203,602 206,232

減価償却累計額 △157,704 △165,639

その他（純額） 45,897 40,592

有形固定資産合計 5,068,329 5,067,374

無形固定資産 42,827 40,326

投資その他の資産

投資有価証券 217,247 240,371

差入保証金 85,592 85,431

その他 113,775 103,044

貸倒引当金 △661 △661

投資その他の資産合計 415,953 428,185

固定資産合計 5,527,110 5,535,886

資産合計 8,768,105 8,807,759
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月20日)

負債の部

流動負債

営業未払金 550,939 646,406

1年内返済予定の長期借入金 84,400 29,460

未払法人税等 16,441 16,552

賞与引当金 183,438 177,150

役員賞与引当金 10,000 5,000

その他 544,609 612,754

流動負債合計 1,389,827 1,487,323

固定負債

長期借入金 147,440 135,960

退職給付引当金 158,339 142,183

役員退職慰労引当金 181,472 162,858

その他 37,553 38,888

固定負債合計 524,805 479,889

負債合計 1,914,632 1,967,213

純資産の部

株主資本

資本金 1,140,000 1,140,000

資本剰余金 1,120,000 1,120,000

利益剰余金 4,576,557 4,570,206

自己株式 △10,400 △10,783

株主資本合計 6,826,157 6,819,422

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,315 21,122

評価・換算差額等合計 27,315 21,122

純資産合計 6,853,473 6,840,545

負債純資産合計 8,768,105 8,807,759
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年９月20日)

営業収益 4,757,543 4,760,363

営業原価 4,458,026 4,554,255

営業総利益 299,517 206,107

販売費及び一般管理費
※ 185,938 ※ 177,791

営業利益 113,578 28,315

営業外収益

受取利息 245 223

受取配当金 7,557 4,222

投資有価証券売却益 － 10,711

その他 12,179 9,551

営業外収益合計 19,982 24,708

営業外費用

支払利息 2,011 834

営業外費用合計 2,011 834

経常利益 131,549 52,189

特別利益

固定資産売却益 3,764 11,178

特別利益合計 3,764 11,178

特別損失

固定資産除却損 336 34

特別損失合計 336 34

税引前四半期純利益 134,977 63,333

法人税、住民税及び事業税 31,000 7,000

法人税等調整額 37,122 25,028

法人税等合計 68,122 32,028

四半期純利益 66,854 31,304
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 134,977 63,333

減価償却費 108,527 134,531

貸倒引当金の増減額（△は減少） △487 △1,800

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,275 △6,288

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,000 △5,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,344 △16,156

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,566 △18,613

受取利息及び受取配当金 △7,802 △4,445

支払利息 2,011 834

投資有価証券売却損益（△は益） － △10,711

固定資産売却損益（△は益） △3,764 △11,178

固定資産除却損 336 34

売上債権の増減額（△は増加） △91,580 △186,370

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,487 △1,779

仕入債務の増減額（△は減少） 74,194 95,467

その他 84,598 93,445

小計 271,446 125,302

利息及び配当金の受取額 7,772 4,445

利息の支払額 △2,011 △834

法人税等の支払額 △105,104 △8,489

法人税等の還付額 － 55,905

営業活動によるキャッシュ・フロー 172,103 176,329

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △300,000

有価証券の取得による支出 △199,940 －

有価証券の償還による収入 200,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △84,171 △171,388

有形固定資産の売却による収入 4,730 11,190

投資有価証券の取得による支出 － △37,080

投資有価証券の売却による収入 － 15,030

その他 △1,160 △3,201

投資活動によるキャッシュ・フロー △80,541 △285,449

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △66,098 △66,420

リース債務の返済による支出 △2,664 △2,664

配当金の支払額 △37,610 △37,601

その他 △220 △383

財務活動によるキャッシュ・フロー △106,594 △107,069

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,032 △216,189

現金及び現金同等物の期首残高 1,646,913 1,435,454

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,631,881 ※ 1,219,265
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月21日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半

期純利益はそれぞれ4,040千円増加しております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

人件費 116,138千円 105,844千円

（うち賞与引当金繰入額） （6,906千円) （5,547千円)

（うち役員賞与引当金繰入額） (7,000千円) (5,000千円)

（うち退職給付費用） (4,221千円) (4,414千円)

（うち役員退職慰労金引当金繰入額） (2,566千円) (4,686千円)

減価償却費 3,832千円 8,267千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

現金及び預金 1,631,881千円 1,519,265千円

預入期間が３か月超の定期預金 ― △300,000千円

現金及び現金同等物 1,631,881千円 1,219,265千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年９月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月15日
定時株主総会

普通株式 37,661 5 平成24年３月20日 平成24年６月18日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月１日
取締役会

普通株式 37,657 5 平成24年９月20日 平成24年11月27日 利益剰余金

　

当第２四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年９月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月12日
定時株主総会

普通株式 37,655 ５ 平成25年３月20日 平成25年６月13日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 37,649 ５ 平成25年９月20日 平成25年11月26日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年９月20日)

当社は物流事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメント

の合計額に占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 ８円88銭 ４円16銭

 　 (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 66,854 31,304

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 66,854 31,304

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,531 7,530

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第63期（平成25年３月21日から平成26年３月20日まで）中間配当については、平成25年11月１日開催の

取締役会において、平成25年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権

者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                              　  37,649千円

② １株当たりの金額                               　５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　平成25年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

17/18



有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 柏　木　勝　広　　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 豊　田　裕　一　　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成25年10月31日

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成25年３月21日から平成26年３月20日までの第63期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年６月21日から平成

25年９月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年３月21日から平成25年９月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成25年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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